
 

事業所における自己評価結果（公表） 

  

公表：令和５年（2023年）3月 10日                   事業所名   草笛学園       
  

チェック項目 はい いい

え 

工夫している点 課題や改善すべき点を踏まえた 

改善内容又は改善目標 

環 

境 

・ 

体 

制 

整 

備 

① 

利用定員が指導訓練室等スペースとの

関係で適切であるか  14 0 

・発達課題別活動のグループ

数によって部屋を区切って

利用するなどの工夫をして

いる 

  

② 

職員の配置数は適切であるか  

13 １ 

・コロナ感染で職員が少ない

期間があったが、他のクラ

スから配置することで、基

準を満たすようにしてきた 

  

• 外来教室や訪問支援など兼

務しているため、基準配置よ

り多めに職員配置をしてい

る。  

③ 

生活空間は、本人にわかりやすく構造

化された環境になっているか。また、

障害の特性に応じ、事業所の設備等は、

バリアフリー化や情報伝達 等への配

慮が適切になされているか  

14 0 

・適切な大きさの机椅子や、

個々のマーク（視覚的てが

かり）の用意をしている。 

・子どもたちの動きを全体で

確認し危険個所を把握し対

応している。  引き続き、衛生面に配慮し、

環境整備をおこなっていく。 

 子どもたちの分かりやすさ

や活動の導線など、配慮や工

夫をしていく。 

④ 

生活空間は清潔で心地よく過ごせる環

境になっているか。また、子ども達の

活動に合わせた空間となっているか  

14 0 

・生活空間は、無駄な物はなく

すっきりした環境になるよ

うに普段から整えている。 

・毎日の掃除、毎月の安全点検

を行い、修理は、適宜、行っ

ている。 

・コロナ感染防止のため、子ど

もが触れるものは毎日消毒

をおこなっている。  

業 

務 

改 

善 

⑤ 

業務改善を進めるための PDCA サイ

クル（目標設定と振り返り）に、広く

職員が参画しているか  
14 0 

・毎月の職員会議では、行事の

目的、内容、その後の反省・

改善について共有し、年度

末には職員全員で園の在り

方について検討している。 

 引き続き、毎月の職員会議、

年度末の会議を通して、園の

在り方、活動内容の検討をし

ていく。また、評価表を用い

て保護者への意向を確認し、

現状の見直しをし、次年度へ

の取り組みに活かすように

していく。 
⑥ 

保護者等向け評価表により、保護者等

に対して事業所の評価を実施するとと

もに、保護者等の意向等を把握し、業

務改善につなげているか  

14 0 

・保護者向けの評価表につい

て職員間で確認をし、見直

しや次年度に向けての取り

組みにつなげるようにして

いる。 

⑦ 

事業所向け自己評価表及び保護者向け

評価表の結果を踏まえ、事業所として

自己評価を行うとともに、その結果に

よる支援の質の評価及び改善の内容

を、事業所の会報やホームページ等で

公開しているか  

14 0 

・事業所向け自己評価表につ

いても職員間で確認をし、

見直しや次年度に向けての

取り組みにつなげるように

している。 

• 多くの視点で、評価いただ

き、自己評価で振り返ること

で、よりより支援になってい

ければと考えている。  

⑧ 
第三者による外部評価を行い、評価結

果を業務改善につなげているか  
7 7  わからない 

・第三者評価制度はあるが、導

入はしていない。今後の検討

課題である。 

⑨ 

職員の資質の向上を行うために、研修

の機会を確保しているか  

14 0 

・職員のスキルアップのため、

年数に応じて研修に参加す

るようにしている。また、毎

月、職員研修日を設けてい

る。  

 職員研修日は定期的に確保

できた。来年度も引き続き有

効に使い、資質の向上を目指

していく。 

 

  

適 切 な 支 援 の 提 供  ⑩ アセスメントを適切に行い、子どもと 14 0 
・個別支援計画に基づいた支

援が行えているかを再確認

・地域支援の支援については、

今後、検討していく。 



保護者のニーズや課題を客観的に分析

した上で、児童発達支援計画を作成し

ているか  

する必要がある。 

・会議でその都度ふりかえり 

振り返ってことを共有できて

ない  

・子どもの状態に応じて計画

の見直しをおこなっていく。 

  

⑪ 

子どもの適応行動の状況を図るため

に、標準化されたアセスメントツール

を使用しているか  

14 0 

・アセスメント表を使用し、子

どもの実態を把握できるよ

うにしている。 
 

⑫ 

児童発達支援計画には、児童発達支援

ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」の「発達支援（本人支援

及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支

援」で示す支援内容から子どもの支援

に必要な項目が適切に選択され、その

上で、具体的な支援内容が設定されて

いるか  

14 0 

 
・児童発達支援ガイドライン

を念頭におき、アセスメント

した情報をもとに、課題を整

理し、「身辺自立」「からだ・

運動」「ことば・対人関係」

「あそび」「家庭支援」の項

目ごとに目標や支援方法に

ついて、検討し作成してい

る。また、支援経過など職員

間での共有をおこなってい

る。 

⑬ 
児童発達支援計画に沿った支援が行わ

れているか  
14 0 

・クラス会議等で複数の視点

で、現状の確認をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

・活動の立案をするにあたっ

ては、クラス会議、年長会議

など、職員間で活動のねら

いや意図を共有したうえで

行っていく。  

⑭ 
活動プログラムの立案をチームで行っ

ているか  
14 0 

・クラスやグループ会議等で

活動内容やねらいを考えて

いる 

⑮ 

活動プログラムが固定化しないよう工

夫しているか  

11 3 

・各種会議にて、子どもの 

実態に合わせて、楽しめる

ように工夫している。また、

活動の振り返りをし、新た

な設定をおこなっている。 

・子どもの状況によっては、同

じ活動をじっくりと繰り返

すこともある。 

⑯ 

子どもの状況に応じて、個別活動と集

団活動を適宜組み合わせて児童発達支

援計画を作成しているか  

14 0 

・発達課題別や全体集団など

多様な集団を保障してい

る。個別活動は、子どもの状

況に応じて取り組んでいる  

⑰ 

支援開始前には職員間で必ず打合せを

し、その日行われる支援の内容や役割

分担について確認しているか  

13 1 

・当日の活動内容や職員配置

については、朝礼で確認を

している。 

・全体での取り組みを行なう

ときには、ねらいや注意事

項など、毎日実施するよう

にしている。（忙しい時や職

員体制が少ないときなどは

不十分な時がある） 

・打ち合わせに参加できなか

った職員に対しては、連絡

ノートで共有できるように

している。 

・朝礼では活動内容や職員体 

制について確認していく。 

・取り組みのねらいや意義に

ついては、各会議で検討、確

認を行ない、充実した支援に

つなげていく。 

⑱ 

支援終了後には、職員間で必ず打合せ

をし、その日行われた支援の振り返り

を行い､気付いた点等を共有している

か 

12 2 

・会議や日々の休憩などの合

間に、振り返っている。 

 時間が取れない日もある

が、大事なことを伝えあう

意識はしている。 

 

 

 

・引き続き、日々の振り返りや

全職員で共有すべき点につ

いては、限られた時間（終礼

など）の中で行っていく。 

 各種の会議を通して,子ども

の評価・取り組み・支援の内

容を検討し、支援につなげて

いく。 

⑲ 

日々の支援に関して記録をとることを

徹底し、支援の検証・改善につなげて

いるか  14 0 

・療育日誌には、日々の活動内

容や子どもの様子を記録し

ている。 

・ケース記録には、課題や支援

の経過、子どもの変化など

を記録し、支援の検証、改善

につなげている。 



⑳ 

定期的にモニタリングを行い、児童発

達支援計画の見直しの必要性を判断し

ているか  13 1 
・定期的に会議を行ない、計画

の見直しを行なっている。 

・前期・後期にモニタリングの

会議を行ない、計画の見直し

をしているが、前期・後期だ

けでなく、必要に応じて、計

画を見直し、適切な支援が行

えるようにしていく。  

㉑ 

障害児相談支援事業所のサービス担当

者会議にその子どもの状況に精通した

最もふさわしい者が参画しているか  13 1 

・担当が参加している。内容に

ついては、記録の回覧、報告

等で共有するようにしてい

る。 

 

  

 

関 

係 

機 

関 

や 

保 

護 
者 

と 

の 

連 

携 

㉒ 

母子保健や子ども・子育て支援等の関

係者や 関係機関と連携した支援を行

っているか  
12 2  

・こども発達支援センターや

障がい福祉課などと必要に

応じて情報共有や連携をお

こない、適切な支援がおこ

なえるようにしていく。 

㉓ 

（医療的ケアが必要な子どもや重症心

身障害のある子ども等を支援している

場合）地域の保健、医療、障害福祉、

保育、教育等の関係機関と連携した支

援を行っているか  

7 7  

 

 

 

 個々に必要な医療的ケアの

状況把握やできる対応など、

具体的な連携を取っていく

ようにする。また、地域の現

状や課題に対しては、情報収

集・共有に努める。 

㉔ 

（医療的ケアが必要な子どもや重症心

身障害のある子ども等を支援している

場合）子どもの主治医や協力医療機関

等と連絡体制を整えているか  

8 6  

㉕ 

移行支援として、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）

等との間で、支援内容等の情報共有と

相互理解を図っているか  

11 3  

 小学校への入学、保育所へ

の入所にあたっては、支援

の継続性を考える上で、情

報提供が必須である。より

より環境づくり、支援にな

るように具体的な連携方法

を一律化し実施していく。 

 入園にあたっても、母子保

健・児童発達支援事業所な

どからの引継ぎを受け、適

切な支援につなげていく。  

㉖ 

移行支援として、小学校や特別支援学

校（小学部）との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っているか  12 2 

・個別支援計画や計画に対し

ての評価、今後の課題など、

情報提供をしている。 

㉗ 

他の児童発達支援センターや児童発達

支援事業所、発達障害者支援センター

等の専門機関と連携し、助言や研修を

受けているか  

12 2 

・各センターや事業所での取

り組みや事例をもとにオン

ライン研修をおこなった。 

 

㉘ 

保育所や認定こども園、幼稚園等との

交流や、障害のない子どもと活動する

機会があるか  

2 12 
・コロナ禍だったため実施で

きていない。  

・コロナの状況に応じて、近隣

の保育所と交流できるよう

に検討していきたい。 

㉙ 

（自立支援）協議会子ども部会や地域

の子ども・子育て会議等へ積極的に参

加しているか  

11 3  担当者が参加している 

・地域での連携や必要な支援

のあり方について、検討や

協力を引き続き行なってい

く。 

㉚ 

日頃から子どもの状況を保護者と伝え

合い、子どもの発達の状況や課題につ

いて共通理解を持っているか  
14 0 

 子どもの状況については、

懇談やおたより等でお伝え

し、共通理解を持てるよう

にしている。 
 参観後の研修やクラス懇

談、保護者の勉強会など、実

施し理解を深めていけるよ

うにしている。 

 

 

 

・保護者支援は子どもを支援

すると同様に大切な事柄で

す。懇談や親子教室、研修会

を通して、保護者の支援に

つなげている。 



㉛ 

保護者の対応力の向上を図る観点か

ら、保護者に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）の支

援を行っているか  

5 9 

・プログラムを意識して行っ

てはいないが、懇談やおた

よりで、関わり方など一緒

に考えている。 

・家族支援プログラムの実施

については、今後の検討と

していく。 

㉜ 
運営規程、利用者負担等について丁寧

な説明を行っているか  
13 1  

 運営規定については入園説

明会でお伝えしている。 

 コロナ禍のため保護者会で

伝えられなかったことなど、

動画配信を使ってお伝えし

ている。 

 わかりやすく、丁寧な説明を

努めていく。  

㉝ 

児童発達支援ガイドラインの「児童発

達支援の提供すべき支援」のねらい及

び支援内容と、これに基づき作成され

た「児童発達支援計画」を示 しながら

支援内容の説明を行い、保護者から児

童発達支援計画の同意を得ているか  

14 0 

・家庭訪問や懇談で説明を行

っている。保護者の思いや

願いも聞きながら同意を得

ている。 

保 

護 

者 
へ 
の 

説 

明 

責 

任 

等 

㉞ 

定期的に、保護者からの子育ての悩み

等に対する相談に適切に応じ、必要な

助言と支援を行っているか  

14 0 

・懇談や親子教室などで子育

ての悩みについて助言、支

援をおこなっている。その

他にも相談があった場合

は、その都度、おたより、電

話などで対応している。 

・相談に即対応できないとき

には、他の職員と協議しな

がら、伝えている。 

 保護者の思いや悩みを聞い

たり話したりする機会（懇

談・親子教室など）を定期的

に設けている。 

 引き続き、その時々の様子に

よって、時間を設けたり、電

話でのやりとりをしたりす

ることで、よりタイムリーに

対応をしたいと思う。 

 保護者が安心してお子さん

を預けられるように、努力を

していく。 

㉟ 

父母の会の活動を支援したり、保護者

会等を開催する等により、保護者同士

の連携を支援しているか  
12 2 

・コロナ禍のため、全体での活

動は難しかったが、少人数

で集まり活動できるよう

に、場所の提供や、支援をし

ている。  

 

㊱ 

子どもや保護者からの相談や申入れに

ついて、対応の体制を整備するととも

に、子どもや保護者に周知し、相談や

申入れがあった場合に迅速かつ適切に

対応しているか  

14 0 

・日程や場所を設定して対応

している。 

 職員間で情報共有するよう

にしている。 

・気軽に相談できる信頼関係

を築きながら、子育ての不

安や悩みについて話し合い

ができるように努めていく 

㊲ 

定期的に会報等を発行し、活動概要や

行事予定、連絡体制等の情報を子ども

や保護者に対して発信しているか  14 0 

・行事予定、事務連絡を発行し

ている。子どもの活動、活動

のねらい、様子等について

は、隔週でおたよりを発行

し、毎週個別へのおたより

を発行している。  

 

㊳ 

個人情報の取扱いに十分注意している

か  

14 0 

・メールでのおたより発行の

際には、間違いのないよう、

数名の職員で確認をしなが

らおこなっている。 

 

  

・情報の管理の徹底していく  

㊴ 

障害のある子どもや保護者との意思の

疎通や情報伝達のための配慮をしてい

るか  14 0 

・ことばのみで伝えるのでは

なく、マカトンサインや手

話、視覚的な手がかりを使

いながら伝達している。保

護者の方に関しては、口話

やメールなどを使用して情

報伝達をおこなっている。  

 

㊵ 

事業所の行事に地域住民を招待する等

地域に開かれた事業運営を図っている

か  

5 9 

・地域へは、新聞を発行してい

る。また、地域の会合に参加

している。 

 招待する行事は行っていな

いが、子どもの散歩や課外活

動での積極的な近隣の方々



・子どもの散歩の際には、挨拶

するなど、積極的に関わり

を持つようにしている。 

とのかかわりや、新聞発行に

よる周知などを行なう。 

・地域貢献活動の相談窓口と

して機能が発揮できるよう

に啓発していく。 

㊶ 

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、

職員や保護者に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか  

13 1  

 子どもたちの安全を守るた

めの必要な対応については、

マニュアルを元に、職員が共

有対応できることが必要で

ある。そのための危機管理、

訓練を引き続き行っていく。 

・地震や防犯などに対しての

想定を常に意識していく必

要がある。マニュアルの見

直しも行なっていく。 

㊷ 

非常災害の発生に備え、定期的に避難、

救出その他必要な訓練を行っている

か  
14 0 

・避難訓練は毎月実施してい

る。その他に土砂崩れを想

定した避難訓練をおこなっ

た。 

・地震、防犯への訓練も必要。 

非 

常 

時 

等 

の 

対 

応 

㊸ 

事前に、服薬や予防接種、てんかん発

作等のこどもの状況を確認している

か  

14 0 

・年度初めに調査票に記入を

してもらい、対応マニュア

ルを作成し、職員間で共有

している。  

 

㊹ 

食物アレルギーのある子どもについ

て、医師の指示書に基づく対応がされ

ているか  
14 0 

・入園時に指示書の提出をお

願いし、対応している。変更

があった場合は、その都度、

保護者と確認している。 

・アレルギー対応については、

朝礼時、除去食の確認や毎

月、エピペン使用の訓練を

おこなっている。  

㊺ 

ヒヤリハット事例集を作成して事業所

内で共有しているか  
14 0 

・ヒヤリハット案件が発生し

た場合は、職員間で状況把

握、今後の対応について考

えるようにしている。 

・引き続き、ヒヤリハット事項

の共有をし、職員全体の意

識化を高めていく。また、定

期的に危険個所や危険予測

について確認していく。 

㊻ 

虐待を防止するため、職員の研修機会

を確保する等、適切な対応をしている

か  

14 0 

・年 2 回、職員全体で「倫理

綱領」「職員の心得」につい

て読み合わせをおこなって

いる。虐待についての研修

会では、グループワークの

中で、職員それぞれの意見

を述べ合う機会をつくった 

・定期的に虐待防止委員会を

開催し、職員会議で内容を

報告し、虐待防止について

確認をしている。 

・引き続き、研修機会を設ける

とともに、学習会などでも、

取り入れていく。 

・他事業所の取り組みも知り、

参考にしていく。 

㊼ 

どのような場合にやむを得ず身体拘束

を行うかについて、組織的に決定し、

子どもや保護者に事前に十分に説明し

了解を得た上で、児童発達支援計画に

記載しているか  

13 1 

・身体拘束・行動制限のガイド

ラインを作成し、全職員で

共有している。 

・保護者へは、動画を配信で説

明をおこない、支援計画に

記載している。質問、疑問点

などについては、その都度

対応をした。  

・身体を押さえる、移動を室内

に制限するなど、身体拘束

の捉え方や考えられる場面

を職員全体で確認、検討を

おこない、明文化していく。 

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   

   


